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サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
活
用
方
法

や
書
き
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
特
性
や
接
し
方
な
ど

の
情
報
を
書
き
記
し
た
手
帳
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
や
接
す
る
方
な
ど
が
情

報
を
共
有
で
き
る
ほ
か
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
い
つ
で
も
同
じ
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●

日
時　

１
月
21
日
㈭
／
午
前
10

時
〜
正
午

●

会
場　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

●

参
加
料　

無
料

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

１
月
14
日
㈭
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１
４

　

第
21
回
中
山
義
秀
文
学
賞
の
贈

呈
式
と
、
受
賞
作
「
沙さ

ら

さ

ら

羅
沙
羅
越ご

え
」
の
著
者
、
風か

ぜ
の野
真ま

ち

お

知
雄
さ
ん

基
礎
固
め

●

定
員　

20
人　

※
先
着
順

●

申
込
開
始　

１
月
20
日
㈬
か
ら

●

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
平
日
の
み

●

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　

１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白

河
消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の

協
力
を
得
て
、
防
御
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●

日
時　

１
月
24
日
㈰
／
午
前
９

時
か
ら

●

会
場　

（
伝
）
金か

ね
う
り売
吉き

ち
じ次
兄
弟

の
墓
（
白
坂
）

問
文
化
財
課
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

☎
㉗
２
３
１
０

も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
※
年
齢
・
性
別
不
問

●

定
員　

30
人

●

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

●

試
験
日　

２
月
４
日
㈭

●

試
験
会
場　

白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

●

受
付
期
間　

１
月
６
日
㈬
〜
21

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
募
集
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
の

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
付

先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

封
筒
を
同
封
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961

0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
㉓
３
７
０
１

《
夜
間
基
礎
講
座
》

●

日
時　

２
月
22
日
㈪
〜
３
月
28

日
㈪
（
３
月
21
日
㈪
を
除
く
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
）
／
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●

受
講
料　

１
万
８
０
０
円

●

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

●

入
場
料　

５
０
０
円
（
75
歳
以

上
無
料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７
／
（
公
社
）
白
河
法
人
会
☎

㉓
２
１
６
０

●

日
時　

１
月
17
日
㈰
／
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

表
郷
公
民
館
（
表
郷
番

沢
）

●

内
容　

講
話
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
炊
出
し
訓
練
、
救
急
法
講
習

会
等　

※
炊
出
し
訓
練
お
よ
び
救

急
法
講
習
会
に
参
加
希
望
の
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

藤ふ
じ
た田
☎
０
８

０

５
５
５
７

７
０
７
２

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、

震
災
や
原
発
事
故
に
関
わ
る
税
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

１
月
24
日
㈰
、
２
月
23

日
㈫
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

問
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
☎
㉘

３
５
６
３

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
今
で
も
地

雷
や
不
発
弾
で
、
罪
の
な
い
方
が

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤

去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
一
刻
も

早
く
被
害
を
な
く
す
た
め
、
書
き

損
じ
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
、
未
使
用
切
手
を
集
め
換

金
し
、
地
雷
撤
去
団
体
に
寄
付
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
３
枚
で
１
㎡
の
地
雷
原

を
ク
リ
ー
ン
に
で
き
ま
す
。

●

問
い
合
わ
せ
・
送
付
先　

同
事

務
局
☎
０
９
２

８
３
３

７
５

７
５
／
〒
814

0002
福
岡
市
早
良
区

西
新
１

７

１
０

７
０
２

●

日
時　

１
月
17
日
㈰
／
午
後
２

時
か
ら

●

会
場　

は
く
し
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
旭
町
）

●

出
演　

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

円え
ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
ほ
か

の
受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●

日
時　

２
月
７
日
㈰
／
午
後
1

時
30
分
か
ら

●

会
場　

白
河
信
用
金
庫
西
支
店

新
白
信
ビ
ル
（
立
石
）

●

入
場
料　

無
料

※
演
題
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
中
山
義
秀
顕
彰
会
事
務
局
（
中

山
義
秀
記
念
文
学
館
内
）
☎
46
３

６
１
４

　

市
で
は
、
次
の
施
設
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

施
設
名　

大
信
地
域
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
大
信
増
見
）

●

募
集
要
項
・
申
請
用
紙　

本
庁

舎
農
政
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
方
法　

「
指
定
管
理
者
指

定
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
必
着
）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

●

応
募
期
限　

１
月
27
日
㈬
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
農
政
課　

内
２
２
２
２

●

参
加
料　

無
料

●

定
員　

25
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

１
月
15
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
白
河
観
光
物
産
協
会
☎

㉒
１
１
４
７

　

お
茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方

や
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
一

連
の
動
作
を
体
験
で
き
ま
す
。

●

日
時　

２
月
９
日
・
16
日
・
23

日
、
３
月
１
日　

火
曜
日
／
午
前

10
時
〜
正
午

●

会
場　

翠
楽
苑
（
南
湖
公
園
内
）

●

受
講
料　

３
、
２
０
０
円
（
４

回
分
、
入
園
料
等
も
含
む
）

●

定
員　

10
人　

※
先
着
順
（
原

則
と
し
て
４
回
の
参
加
が
可
能
な

方
）

●

申
込
開
始　

１
月
18
日
㈪
か
ら

（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

●

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の
学

力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業
で

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」
に

よ
る
歴
史
〝
学
び
の
会
〞
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●

日
時　

１
月
20
日
㈬
／
午
前
７

時
50
分
か
ら　

※
城
山
公
園
駐
車

場
（
郭
内
）
集
合　

●

場
所　

矢
吹
町
、
泉
崎
村
方
面

（
泉
崎
村
資
料
館
、
ふ
る
さ
と
館
、

観
音
山
舘
跡
、
五
本
松
・
奥
州
街

道
等
）
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指
定
管
理
者
の
公
募

案
内

ま
ち
か
ど
伝
言
板

白
河
の
歴
史
学
び
の
会

初
心
者
茶
道
教
室

白
河
准
看
護
学
院
学
生

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
説
明
会

文
化
財
防
火
デ
ー

新
春
初
笑
い
寄
席

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
支
援

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
講
習
会

復
興
支
援
無
料
税
務
相
談
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
21
回
中
山
義
秀
文
学
賞

「
贈
呈
式
・
受
賞
記
念
講
演
会
」
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白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
お
も
し
ろ
く
働
く
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

堀ほ

り

ば場
雅ま

さ

お夫
氏
。
京
都
の
堀
場
製
作
所
の
創
業

者
で
、
昨
年
７
月
90
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
自
動
車

排
気
ガ
ス
測
定
で
世
界
の
８
割
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
。
分
析
機
器
の
分
野
で
優
れ
た
開
発
・
技
術

力
を
有
し
、
独
特
の
社
風
を
持
つ
。

　

13
年
前
の
こ
と
。
福
島
駅
西
口
に
経
済
団
体

が
入
っ
た
ビ
ル
が
完
成
し
た
。
起
業
者
支
援
の

役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
り
、
記
念
講
演
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
速
京
都
に
飛
ん
だ
。

府
庁
に
ほ
ど
近
い
ホ
テ
ル
で
お
待
ち
し
た
。
ピ

ッ
タ
リ
時
間
に
見
え
ら
れ
た
。
が
っ
ち
り
し
た

体
に
大
き
く
い
か
つ
い
顔
。
白
髪
に
炯け

い
け
い々

た
る

眼
光
。
80
歳
近
く
と
は
思
え
な
い
精
気
が
み
な

ぎ
っ
て
い
た
。
自
ら
の
才
覚
で
道
を
切
り
拓
い

て
き
た
、
一
流
の
人
の
風
圧
を
感
じ
た
。

　

「
今
ま
で
、
目
利
き
委
員
会
を
や
っ
て
き
た
の

や
」。
目
利
き
？
い
ぶ
か
し
げ
な
私
に
、「
見
込
み

の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
人
を
発
掘
し
、
世
に
出
す
手

伝
い
を
し
て
い
る
の
や
」。
厳
し
い
審
査
を
通
る

と
、
一
定
額
ま
で
無
担
保
で
低
利
融
資
を
受
け
ら

れ
る
。
堀
場
さ
ん
が
委
員
長
、
委
員
に
は
ワ
コ
ー

ル
や
日
本
電
産
の
社
長
ら
、
京
都
の
錚そ

う
そ
う々

た
る
経

済
人
が
名
を
連
ね
る
。
人
間
性
、
将
来
性
、
技
術

力
を
試
さ
れ
る
申
請
者
は
、
ち
ぢ
み
あ
が
る
ほ
ど

怖
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

土
湯
の
奥
の
温
泉
に
宿
を
と
っ
た
。
同
伴
の

奥
様
を
交
え
た
夕
食
は
楽
し
か
っ
た
。
強こ

わ
も
て面
の

お
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
実
に
い
い
表
情
で
、
仕
事
や

人
生
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
奥
様
の
話
も
印
象

的
だ
っ
た
。
狭
い
部
屋
で
の
新
婚
生
活
。
休
日

も
部
屋
に
こ
も
り
部
品
を
組
み
立
て
る
夫
。
資

金
の
工
面
。
う
ち
の
人
は
研
究
や
開
発
、
モ
ノ
を

つ
く
る
の
に
夢
中
、
と
に
か
く
仕
事
が
好
き
な
ん

で
す
。
昔
を
懐
か
し
む
よ
う
に
語
る
。
顔
に
夢

を
追
う
夫
の
姿
が
好
き
、
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
四
海
波
高
し
。
主
要
国
が
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
へ
の
共
同
戦
線
を
組
ん
だ
も
の
の
、

ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
に
暗
雲
が
漂
う
。
第
一
次
大

戦
発
端
の
よ
う
に
、
思
わ
ぬ
方
向
に
行
か
な
け
れ

ば
と
懸
念
す
る
。
Ｅ
Ｕ
も
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
加

え
、
難
民
の
受
け
入
れ
で
大
揺
れ
。
成
長
が
鈍
る

中
国
は
、
人
民
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
か
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
周
囲
に
緊
張
が
走
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
大
き
な
圏
域
で
の
自
由
な
経
済
活
動

に
は
、
激
し
い
競
争
が
待
ち
構
え
る
。

　

日
本
の
抱
え
る
課
題
も
重
い
。
雇
用
の
確
保

や
子
育
て
の
充
実
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
等
の
少

子
化
対
策
。
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
伴
う
介
護
・

医
療
・
年
金
へ
の
対
応
。
さ
ら
に
異
常
に
膨
れ

上
が
っ
た
国
債
。
幸
い
超
低
金
利
で
利
払
い
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
金
利
が
上
が
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。
戦
後
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
で
、
国

債
が
紙
く
ず
に
な
っ
た
歴
史
も
あ
る
。

　

そ
し
て
経
済
は
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
株
価
は
上

向
き
で
税
収
は
増
え
て
い
る
。
で
も
労
働
者
の

賃
金
や
、
山
す
そ
を
形
成
す
る
中
小
企
業
へ
の
波

及
は
十
分
で
な
い
。
常
に
時
代
は
変
わ
り
、
産

業
構
造
も
変
わ
る
。
社
会
か
ら
退
場
す
る
企
業

も
あ
れ
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
も
生
ま
れ
る
。

こ
こ
に
独
自
の
技
術
や
販
売
を
事
業
化
す
る
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
が
出
て
く
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
雄
と
い
わ
れ
る
人
を
思
い
出
す
。

　

堀
場
さ
ん
は
京
大
で
、
原
子
物
理
学
者
を
目
指

し
て
い
た
。
敗
戦
で
断
念
。
企
業
人
を
目
指
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
独
自
の
研
究
を
し
た
く
て

無
線
研
究
所
を
立
ち
上
げ
る
。
日
本
初
の
学
生

ベ
ン
チ
ャ
ー
。
だ
が
事
は
そ
う
う
ま
く
運
ば
な

い
。
失
敗
に
つ
ぐ
失
敗
。
不
良
品
が
ひ
と
つ
あ

っ
て
も
製
品
に
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
。
優
れ

た
部
品
づ
く
り
を
徹
底
す
る
姿
勢
が
、
会
社
の
理

念
と
な
り
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

昭
和
28
年
株
式
会
社
へ
。
こ
の
時
、「
事
業
は

よ
く
分
ら
ん
が
、
若
い
の
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
の
や
か
ら
」
と
、
財
界
人
が
個
人
の
資
金

を
出
し
て
く
れ
た
。
若
手
起
業
者
の
育
成
に
力

を
尽
く
し
た
の
は
、
こ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
の
気

持
ち
が
背
景
に
あ
る
。
本
人
の
情
熱
は
勿
論
だ

が
、
京
都
の
経
営
者
に
将
来
を
見
込
ん
で
く
れ
た

目
利
き
が
い
た
こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
。

　

寝
て
も
覚
め
て
も
開
発
、
試
作
。
で
も
好
き
な

こ
と
は
苦
に
な
ら
な
い
。
ソ
ニ
ー
や
ホ
ン
ダ
の

創
業
者
も
そ
う
だ
が
、
仕
事
に
夢
を
追
い
、
キ
ラ

キ
ラ
輝
く
人
の
ま
わ
り
に
は
人
が
集
ま
る
。
同

志
的
な
結
び
つ
き
が
で
き
る
。
自
由
闊
達
な
雰

囲
気
に
は
、
挑
戦
す
る
心
が
根
づ
く
。
自
然
と
人

が
育
ち
、
企
業
は
強
く
な
る
。
堀
場
は
い
う
、「
人

生
80
年
の
う
ち
、
最
も
貴
重
な
40
年
を
使
う
仕
事

が
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
な
く
て
、
何
の
た
め
生

き
る
の
か
。
お
も
し
ろ
い
と
思
え
る
な
ら
、
情
熱

を
持
っ
て
働
く
。
高
い
給
料
を
あ
げ
て
も
、
楽
し

く
な
か
っ
た
ら
良
い
仕
事
は
で
き
な
い
し
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
も
出
な
い
」。

　

お
も
し
ろ
お
か
し
く
は
、
社し

ゃ

ぜ是
と
な
っ
た
。
好

き
な
研
究
に
没
頭
し
、
新
製
品
を
追
い
続
け
て
い

る
う
ち
一
流
の
企
業
に
な
っ
て
い
た
。
傍は

た

か
ら

は
困
難
に
見
え
る
道
を
、
お
も
し
ろ
く
楽
し
げ

に
、
駆
け
抜
け
た
快
男
児
が
い
た
。

問本庁舎文化振興課　内2387

今月号では、投票等の結果と工事の状況をお知らせします。

　白河文化交流館が末永く愛され、身近で親しみのある施設となるよう愛称を募った結果1,206件の応募があ
り、その中から最終候補６作品を選考し、市民投票で「コミネス」に決定しました。多数の応募と投票をいただき、
ありがとうございました。
　今後は、ロゴ・シンボルマークを作成し、パンフレットやチラシなどに幅広く活用していきます。

　現在、平成28年秋のオープンに向け、建物の建設工事が進められていて、８月末には完成する予定です。その
後、音響・照明設備等の使用方法の確認等を行い開館となります。

Information on the city to you

お知
らせ市の

《愛称募集と市民投票の結果》

《工事の状況と開館までの流れ》

愛称募集
●応募総数　1,206件

白河文化交流館愛称選考委員会等による選考
●最終候補数　６作品

⬇

⬇

※優秀賞の「小峰城ホール」および「こみねホール」は、応募者が複数の
　ため、抽選で受賞者を決定しています。

受賞結果

市民投票
●投票総数　3,032票
　※有効投票数　2,975票

賞　名 作　品　名 氏　名 備　考

最優秀賞   コミネス   菊
き く ち

池忠
ただゆき

行さん  得票数746票

優 秀 賞

  ラ・フォルテ 　　  同上  辞退

  小峰城ホール   深
ふ か や

谷正
ま さ じ

二さん  ９名の中から抽選で決定

  こみねホール   鈴
す ず き

木奈
な な み

夏海さん  ５名の中から抽選で決定

  コミューネしらかわ   渡
わたなべ

辺彩
あ や こ

子さん

  ラクーザしらかわ   西
に し お

尾光
みつとし

俊さん

　「コミネス」は、白河文化
交流館が白河のシンボルであ
る小峰城に隣接した施設であ
ることから小峰城の「コミネ」
と、地域社会・共同体を意味
する「コミュニティ」をあわ
せ、白河地域のコミュニティ
の中心になって欲しいとの願
いが込められています。

▲りぶらん方面（東側）からの光景 ▲子どもたちが仮囲いに描いた絵▲イメージ図と同じ交差点からの光景


